
連携計画の見直し素案
概要版
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1.計画の概要 1

奈良中心市街地内での移動について、地域住民および公共交通事業者などの関係者が一
体となり、総合的な検討を進めることにより、快適な公共交通環境を整え、公共交通
を中心とした交通システムを構築し、地域の快適性向上と活性化を図るとともに、観
光客の満足度向上と世界遺産など奈良の文化財や自然環境の保護を目指すものです。

（1）連携計画の目的

計画の対象期間は、平成29度から平成31年度までの3ヶ年とします。

（3）計画対象期間

計画における対象区域は、奈良公園・
平城宮跡・西ノ京などを含む奈良中心
市街地（エリア1、エリア1.5、エリア2）
エリア1 ：交通の流入を抑制し、エリア内の駐車場の需要調整

やエリア内での観光客の回遊性を高めるなどの施策
を実施すべきエリア

エリア1.5：当面の対策エリアとして、交通の流入を特に少なく
するため、優先的に施策を実施すべきエリア

エリア2 ：交通の流入をできるだけ少なくするため、エリア周
辺でのパーク＆ライド駐車場（バスライド、サイク
ルライドなど）の設置や周遊バスなど、移動の円滑
性を確保するなどの施策を実施すべきエリア

（2）計画対象区域

図 計画対象区域



2.前回計画策定検討時（H25頃）からの交通状況の変化 2

計画目標

(1)渋滞の緩和

(2)奈良公園・中心
市街地の移動環
境の向上

(3)マイカー通勤か
ら他の通勤手段
への転換

目標値

平成28年度の大
宮通りの平均旅
行速度：
20（km/h）
以上

平成28年度の観
光入込客数：

1,500（万人/
年）以上

平成28年度のマ
イカー通勤か
ら他の通勤手
段への転換者
割合：
20（％）以上

（1）計画目標の達成状況

平成26年度：
春期：東行20.8km/h、西行17.9km/h
秋期：東行17.9km/h、西行16.1km/h

平成27年度：
春期：東行19.8km/h、西行17.5km/h
秋期：東行19.2km/h、西行15.5km/h

平成28年度：
春期：東行20.4km/h、西行18.2 km/h
秋期：次年度確認

平成26年度：1,414万人/年
平成27年度：1,498万人/年
平成28年度：次年度確認

平成26年度：8％
平成27年度：11％
平成28年度：27％

目標達成状況

未達成

※東行につ
いては
達成

未達成
※概ね達成
※H28値は
H29年度に

確認

達成

見直し方針

○西行が目標未達成のため、
引き続き計画目標として設
定する

○奈良市総合計画においても
同目標値が設定されている
ため、引き続き計画目標と
して設定する

○目標達成のため、新たな計
画目標を設定する



2.前回計画策定検討時（H25頃）からの交通状況の変化 3

○P&R駐車場は各駐車場とも一定数のP&R利用があり、ピーク時には平成28年秋期で512
台の利用があり、増加傾向となっています。

○木簡型一日乗車券の販売枚数は、増加傾向となっています。
○ぐるっとバスの利用者数は、増加傾向となっています。

木簡型一日乗車券の販売枚数

図 木簡型一日乗車券の販売枚数

P＆R（パークアンドライド）の利用状況

図 秋期P&R利用台数

（2）主要施策の概況（利用状況）

ぐるっとバスの利用状況
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2.前回計画策定検討時（H25頃）からの交通状況の変化 4

○P&Rの満足度は、平成28年秋期の利用者の78％が「満足」または「やや満足」と回答し
ています。

○木簡型一日乗車券の満足度は、平成28年秋期の利用者の91％が「満足」または「やや満
足」と回答しています。

○ぐるっとバスの満足度は平成28年秋期の利用者の74％が「満足」または「やや満足」と
回答しています。

①満足, 105 , 

39%

②やや満足, 95 , 

35%

③普通, 64 , 24%

④やや不満, 5 , 

2%

⑤不満, 0 , 0%

74%

2%

ぐるっとバスの満足度

出典：H28秋期ぐるっとバス利用者ヒアリング調査

図 ぐるっとバスの満足度

n=269

①満足, 40, 57%②やや満足, 15, 

21%

③普通, 13, 19%

④やや不満, 1, 

2%

⑤不満, 1, 1%

78%

3%

出典：H28秋期P&R利用者ヒアリング調査

P&Rの満足度

図 P&Rの満足度

n=70

①満足, 45, 64%

②やや満足, 19, 

27%

③普通, 3, 4%

④やや不満, 1, 

2%

⑤不満, 2, 3%

91%

5%

出典：H28秋期木簡型一日乗車券アンケート調査

木簡型一日乗車券の満足度

図 木簡型一日乗車券の満足度

n=70

（2）主要施策の概況（満足度）
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2.前回計画策定検討時（H25頃）からの交通状況の変化 5

○各年度の交通量調査の結果、ほとんどの交差点で近年は交
通量が減少傾向にあります。また、平成25年以降、県庁東
交差点では、ほとんどの方向で交通量が減少しています。

単位：（千台/12h）

※出典：各年各期交通量調査図 各年交通量調査結果

交差点交通量調査結果

（3）交通状況の変化（交通量）
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2.前回計画策定検討時（H25頃）からの交通状況の変化 6

○県庁東交差点では、東行、北行と西行の渋滞は解消傾向にありますが、南行は春期、
秋期ともに平成26年以降悪化傾向にあります。

○高天交差点では、秋期に渋滞が発生する傾向にあり、平成28年秋期は17時台に南行の
渋滞長が、平成25年以降で最長となりました。

図 各年渋滞長調査結果

高天 県庁東

渋滞長調査結果

※出典：各年各期渋滞長調査

（3）交通状況の変化（渋滞長）



2.前回計画策定検討時（H25頃）からの交通状況の変化 7

○各施策の満足度は高く、自動車交通量は減少し、大宮通り東行渋滞も解消傾向にあり
ますが、帰宅車両集中により発生する渋滞の解消が課題として残されています。

（4）現状と今後の課題



3. 奈良中心市街地の目指すべき交通のすがた 8

（1）基本理念

奈良中心市街地で、観光客・市民双方にとって移動のしやすい空間を創出するためには、自動
車利用から公共交通利用への転換を促進することが重要であり、そのためには公共交通の利用環
境向上に向けて取り組んでいくことが不可欠です。
行政・交通事業者の積極的な取り組みはもとより、市民・観光客などの関係者相互の協力によ

り、公共交通で快適に移動できる地域を創出することを念頭に置き、次の理念を掲げるものとし
ます。

（2）計画目標

本計画では、前回計画の基本理
念を引き継ぎ、課題を解決する
ための目標として、奈良中心市
街地において、過度に自動車に
頼らず、公共交通で快適に移動
できる交通体系の確立を目指し
ます。

地域に親しまれ、観光客に好まれる、公共交通網の構築による地域活性化の実現

理念①：地域の快適性向上と活性化
理念②：観光客の満足度向上
理念③：世界遺産など、奈良の文化財や自然環境の保護



計画
目標

(1)渋滞の緩和
(2)奈良公園・中心市街地の
移動環境の向上

(3)マイカー通勤から他の通
勤手段への転換

具体
目標

奈良中心市街地における旅行速
度の向上

●●(km/h)
（平成28年秋期）

マイカー通勤者40％未満の事業
所割合

3. 奈良中心市街地の目指すべき交通のすがた 9

（2）計画目標 赤字：追加・修正項目

※●については、
H28年2月に入手

奈良市の観光入込客数

1,498(万人/年)
（平成27年度）

●●(%)
（平成31年度）

現況値

20(km/h)以上
（平成31年秋期）

1,500(万人/年)
（平成30年度）

●●(%)
（平成31年度）

目標値

平成29年1月に実
施するアンケー
ト調査結果より
決定

※7時～19時の12時間の平均旅行速度(km/h) 
※奈良公園と平城宮跡など、主要な観光施設へのアクセ
ス道として利用する主要道路である「大宮通り（国道
24号東側）」を対象

※休日春期(H28)：西行き18.2(km/h)、東行20.4(km/h) 
秋期(H28)：西行き●(km/h)、東行き●(km/h) 

※目標値は、公益財団法人道路交通情報センター
（JARTIC）の渋滞情報、「一般道路20km/h未満は混
雑」を参照して設定

※奈良市内への観光入込客数
※奈良市第4次総合計画後期基本計画に記載の観光
入込客数の目標値（平成32年度）より設定

（奈良市第4次総合計画後期基本計画の目標値が見
直された場合は、計画目標を見直す）

※入込客数は翌年11月公表のため、目標年度は平
成30年度とする

出典：奈良市第4次総合計画後期基本計画

※平成28年度「奈良市内事業所のマイカー通
勤の実情に関するアンケート調査」にお
けるマイカー通勤者の割合が40％未満の
事業所の割合

備考



4 .実施施策 10

（1）施策体系

○計画目標を達成するための施策体系を以下に示します。
○施策実施にあたっては、関係機関と充分に協議しながら進めていきます。

赤字：追加・修正項目

（2）事業スケジュール



4 .実施施策 11

（3）施策概要

○実施施策の事業概要は、以降に示すとおりであり、取り組み状況および効果を定期的に
把握するために、モニタリング指標を設定します。

施策1：渋滞対策に資する効果的な広報の実施 施策2：P&Rの実施

レンタサイクル貸出風景
赤字：追加・修正項目

平成28年11月時点のアクセスナビトップページ

 

実施主体削除 

項  目 内  容 

事業期間 平成 29 年度～平成 31 年度 

概  要 

P＆R の実施・利用

促進 

・「国道 24 号高架下駐車場」と「奈良市役所駐車場」などで

P&R を実施し、ぐるっとバスなどで観光周遊を促進し、奈

良中心市街地の交通渋滞を抑制します。 

P&R 駐車場におけ

るレンタサイクル

事業の実施 

・奈良市役所 P&R 駐車場に、放置自転車をリサイクルしたレ

ンタサイクルを配備し、駐車場利用者の中で希望者に無料で

貸し出すことで、P&CR（パークアンドサイクルライド）の

利便性向上を図ります。 

・観光関連施設等に臨時駐輪場を設置、スタンプラリーや施設

と連携した割引サービス等、レンタサイクル利用環境を向上

します。 

ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ 

指標 

指標①：P＆R 利用台数 250 台/日（平成 28 年秋期） 

指標②：P&CR 利用者数 89 人／日（平成 28 年秋期） 

 



4 .実施施策 12

施策3：駐車場利用の平準化

施策4：観光バスの需要調整

赤字：追加・修正項目

駐車場案内システム整備イメージ
施策5：鉄道駅などでの乗り継ぎ利便性の向上

ブロック案内板 ブロック内詳細案内板

現状の駐車場案内システムの案内板 更新後の駐車場案内
システムの案内板

観光バス予約システムの画面

近鉄奈良駅での
ぐるっとバス乗場案内

施策6：ターミナルの検討

項  目 内  容 

事業期間 平成 29 年度～平成 31 年度 

概  要 

（仮称）登大路

バスターミナル

の整備 

・奈良公園への来訪公共交通手段と公園内を走行するぐるっとバ

スとの交通結節機能を向上させるために、乗り継ぎ利便性向上

に向けたターミナルの整備を行います。 

大宮通り新ホテ

ル・交流拠点の

整備 

・県営プール跡地等に、コンベンション施設、屋外多目的広場、

飲食・物販施設、駐車場及びバスターミナルからなる交流拠点

施設の整備を進めます。 

・駐車場及びバスターミナルは、P&R による奈良観光の交通拠点

として、また空港リムジンバス、長距離バス及び市内周遊バス

（ぐるっとバス）の乗換拠点として活用することを想定してい

ます。 

ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ 

指標 
－ 

 

 

実施主体削除 

大宮通り新ホテル・交流拠点の
事業者提案パース（イメージ）
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施策7：観光拠点間の移動環境の充実

赤字：追加・修正項目

施策9：モビリティ・マネジメントの実施

施策8：ならまち界隈の動線確保

ぐるっとバス利用者数の推移

ならまち界隈で目指す観光客の周遊動線

アンケー
ト

調査後
記入



5.推進体制 14

（1）推進体系

○本計画を確実に推進して実現していくためには、住民、交通事業者、行政など、それぞ
れが自らの役割を認識し、分担しながら果たしていくことが重要です。

○事業主体は奈良中心市街地の交通状況および課題、基本理念・目標を相互に理解・共有
し、緊密な連携を図りながらより快適な観光および日常生活の実現に向けて、公共交通
で快適に移動できる地域の創出を進めていくこととします。

主体 役割 

住民など 

啓発活動などを通して、通勤、通学、私用などの全ての移動目的に関して、

公共交通機関を使う意識を醸成し、無駄な自動車利用を減らして公共交通

機関を積極的に利用する役割を担う。 

観光客 
広報などを確認して公共交通機関を利用する役割を担う。 

やむを得ずマイカーでの観光客は、P&Rを積極的に利用する役割を担う。 

交通事業者 

企画切符などのサービスや広報活動をさらに充実させ、行政との連携を図

りつつ公共交通利用促進を図る。また、交通モード間での連絡強化を図り、

利便性の高い公共交通を構築する役割を担う。 

行政 
市・県・国が協働し、円滑な事業実施に努めるとともに、公共交通利用促

進に関して、交通事業者を支援する役割を担う。 

 

関係主体の役割 推進体系



5.推進体制 15

（2）事業推進に係る目標達成状況および施策効果検証の実施

○奈良中心市街地における公共交通を取り巻く環境（利用状況、交通事業者の状況、行政
の財政状況、社会状況など）は、時間の経過とともに今後も変化することが予想される
ため、本計画で定める事業内容においても、その変化に適切に対応すべく、定期的な見
直しを行うことによって、持続可能な公共交通の確率を図ることが重要です。

○本計画では、PDCAサイクルによって、「計画の策定（Plan）、事業実施（Do）、評価
（Check）、柔軟な見直し（Action）」についてマネジメントを行い、効率的かつ効果
的な事業の実施へとスパイラルアップを図ります。

○今後も定期的に協議会を開催し、PDCAサイクルに従って各モニタリング指標に基づいた
評価を行いながら、改善を図りつつ、各事業を推進していきます。

PDCAサイクルによるスパイラルアップのイメージ



今後のスケジュール

第25回 協議会（平成28年12月19日）
【協議内容】
・奈良中心市街地公共交通総合連携計画見直し素案

第26回 協議会（書面による協議）（平成29年2月頃）
【協議内容】
・奈良中心市街地公共交通総合連携計画（案）
（平成29年度～平成31年度）

今後のスケジュール

16


